
令和７年度 事業報告 
 

はじめに 

 ロシアによるウクライナへの侵攻が続いている中、アメリカ・イスラエルとイランの軍

事衝突が新たに発生し、原油価格の急騰により以前より続いていた物価上昇が一段と高ま

りをみせており市民生活に大きな影響を与えています。シルバー人材センターは、現在の

少子高齢化が急速に進む中で、高齢者の長年培ってきた能力・知識・技能を生かして地域

の活性化のために貢献し、高齢者の健康維持や生きがい作りを図る社会的役割は益々大き

なものとなっており、魅力ある事業展開を進める必要があります。 

こうした中にあって、受注の状況は公共・民間事業所の受注金額は増えている反面、地

域の人口が急速に減少している事もあり、ここ数年一般家庭からの受注件数が減少してい

ますが、令和７年度は一段と減少したことにより、請負受託金額では昨年度対比０．２％

の微減、労働者派遣事業は契約金ベースで昨年度対比３％下回りました。 

会員数を見てみますと、コロナ禍にあった令和３年度に入会者２８名退会者８７名合計

５９名の減少であったのが、年々入会者増・退会者減の流れになり、令和７年度は入会者

６６名退会者５３名合計１３名の増加と、令和元年度以来入会者が退会者を上回りました。 

具体的に会員数と事業実績を振り返りますと、会員数５６１名（男３５４名・女２０７

名）で、昨年度と比較すると１３名の増員となり、特に女性会員は１１名の増員となりま

した。 

事業実績は、受託事業においては、受注件数３，０１１件、受注金額１６４，５７１，

３５０円で、昨年度と比べ受注件数では２２３件の減、受注金額では、１，２８９，０８

９円の微減となりました。一方、労働者派遣事業では、受注件数において、３４件と昨年

度より４件減少、契約金額では、４４，３０７，６２９円と、前年対比で１，４５２，２６

４円の減少となりました。 

就業開拓等の取り組みに対する会員や役職員の努力はもとより、行政関係者の指導・支

援をはじめ、一般家庭・民間事業所等、様々な方々のご理解とご協力をいただき、一定の

成果につなげることが出来ました。 

以下、令和７年度の事業概要について報告します。 

 

 

１．会員の拡大と会員組織体制の強化 

１）会員の増強と普及啓発活動の推進 

シルバー事業の発展には、会員の増強と就業開拓が不可欠なため、派遣就業コーディ

ネーターによる特に会員数の少ない地区への各戸訪問、会員の増強と普及啓発に努め

ておりましたが、「健幸フェスタ inえな」「お仕事フェア」に参加をして事業のＰＲと

会員募集をしました。毎月第２木曜日に入会説明会の開催を行い加入促進に努めまし

た。さらに、恵那市全世帯に配布している機関紙「シルバー恵那」では、年１回の定例

発行のほか、３月に発行した増刊号では、特に会員募集に焦点を絞り女性会員や不足し

ている職種の会員増強を図りました。 

 

２）会員組織体制の強化 

事業の円滑な推進を図るためには、多くの会員による組織化された運営体制の確立

と、会員自らが就業に取り組む意識、健全な発展と信頼される事業運営の推進と、役

員の負担軽減、費用節約の為、理事会を議題に合わせ適宜開催することで、可能な限

り事業の効率的な運営と所管事業の推進・強化を図りました。 



また、会員の交流と連帯意識の向上を図るため、以前整備した費用弁償の規程を活

用し、感染対策に注意して可能な限りボランティア活動に対し参加、情報交換等が出

来るよう努めました。 

 

２．就業開拓の推進と就業機会の確保 

１）就業機会の確保と未就業会員の解消 

就業機会の確保と拡大のため、適宜対面、非対面による就業確保の依頼を行いました。

３月には広報紙「シルバー恵那」の増刊号を発行し、会員の募集とあわせて就業先の開

拓に努めました。 

また、一人でも多くの会員が就業できるよう、選挙管理業務や軽微な就業により、未

就業会員の解消に努めました。 

 

２）技能習得と知識向上 

岐阜県連合会主催よる「剪定講習」を開催した他、恵那市地域包括支援センター主

催の「エナジーバード体操研修会」に参加し、就業拡大につながる技能の習得と知識の

向上を図りました。その他予定している包括的な契約方法の変更に向けての準備或い

は会員と事務局業務を効率的に繋ぐ為に、使用している業務システム「エイジレス８

０」の付随システム「smile to smile」の普及・利用を推進しました。 

３）福祉・家事援助サービス事業の推進 

日常生活に支援が必要な高齢者世帯や一人暮らしの高齢者のため、関係機関と連携

を図り、種々の感染防止対策に注力しながら、軽度生活支援、寝具乾燥消毒、外出支援

送迎サービス運転手派遣や各介護施設へ会員を派遣し、介護予防日常生活支援総合事

業のうち軽度生活支援にかわる市独自の基準による訪問型サービスＡや現役世代をサ

ポートするため、子育て育児サービスを受託しました。 
 

３．安全・適正就業の推進と健康管理 

安全就業はシルバー事業の基本であり、「安全は全てにおいて優先する」の理念に基

づき会員一人ひとりが就業中や就業途上での事故防止のために、安全就業に対する認

識を持ち、常に自己の健康管理を図ることが大切なため、会報「シルバーお知らせ」に

よる関連記事を掲載し、安全意識の高揚に努めました。結果、令和５年度まで徐々に増

えていた傷害事故・賠償事故の発生件数は、令和５年度傷害事故発生件数８件、賠償責

任事故発生件数７件から令和６年度傷害事故発生件数２件、賠償責任事故発生件数４

件、令和７年度傷害事故発生件数３件、賠償責任事故発生件数４件と、この２年其々大

幅に減少し一定の効果を上げることが出来ました。令和８年度より賠償責任保険の草

刈事故に対する免責金額負担が発生することになり、今後会員の高齢化が進む中、一層

の安全就業を啓発して参ります。 

   又、市役所担当課と連携し、健康診断や運転意識の向上を図る講習会への参加を啓

発し、健康管理と安全就業への意識向上を図りました。 

 

４．事務局体制の整備 

安定的、継続的な事業展開のためには、効率的な事務局体制が不可欠です。このた

め、従来より使用している総合情報処理システムに付随した会員との情報伝達システ

ムの使用を始め、事務処理の円滑化・効率化と適正な資産管理を行いました。 

 

５．財政基盤の確立 



１）安定した事業運営を図る 

事業の継続的かつ安定した運営を図るため、派遣就業コーディネーターの設置によ

り就業拡大、会員増強に努め、収益及び事務費の収入増加に努め、労働者派遣事業収

益を含め予算を上回る事務費収入を計上する事が出来ました。 

２）指定管理者制度に伴う対応 

平成２０年４月から当センターが指定管理者となっている「岩邑いきがい会館」の

適正な管理に努め、令和３年度からの５年間、引き続き指定管理者としての指定を受

けることができました。 

 

６．事業達成の努力目標 

就業拡大と会員の確保をめざし、年度目標を定めて事業に取り組んできましたが、そ

の実績は、「新たな仲間づくり計画」の目標値である恵那市に設定された５５９人の目

標をクリアし、昨年度と比較すると会員数１３名の増、受注件数２２７件の減、就業延

人数１,３２５人日の減、受注金額では、１,２８９千円の減となりました。派遣事業収

益では １,４５２千円の減となっています。 
 

事 業 目 標 ・実 績 比 較 

項   目 令和７年度目標 令和７年度実績 達 成 率 

会員数 559名 561名 100.4％ 

受注件数（派遣事業含む） 3,441件 3,045件 88.5％ 

就業延人数（派遣事業む） 35,900人日 32,480人日 90.5％ 

受注契約金額 162,000千円 164,571千円 101.6％ 

派遣事業契約金額 39,100千円 44,307千円 113.3％ 

 

 

７．会員の活動の推進 

会員自らの趣味や特技を生かし、親睦・交流を図るサークル活動や、会員が自ら計

画した日帰りの旅行を２回実施し会員相互の親睦を深めました。各地域に組織されて

いる地域班による公共施設等の環境整備等のボランティア活動は、会員延べ１３８名

が参加し、地域住民との連携を深めるとともに、シルバー人材センターのＰＲに努め

ました。 

 

８．事業報告の付属明細書 

   令和７年度の事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する附属明細書に記載すべき「事業報告の内容を補足する重要

な事項」が存在しないので、定款４３条⑵に規定する事業報告の付属明細書は作成し

ない。 
 

 


